
日野川ブロック河川整備計画の
点検について

平成30年5月29日

福井県 土木部河川課

第10回九頭竜川流域懇談会
（H30.5.29）
資料－②



①国管理区間

②下流部ブロック
※H26年度点検

③中流部ブロック
※H27年度点検

④上流部ブロック
※H28年度点検

⑤日野川ブロック
※今回点検

⑥足羽川ブロック
※H28年度点検

九頭竜川水系河川整備計画（ブロック分割図）



九頭竜川上流部ブロック日野川ブロック 河川図



河川整備計画の事業進捗点検 一覧表



・「河川工事の目的、種類及び施行の場所など」

（6）天王川【個票 No.06】
⇒天王川の河川整備

（7）吉野瀬川・吉野瀬川放水路【個票No.07】
⇒吉野瀬川のダム整備
⇒吉野瀬川・吉野瀬川放水路の河川整備

・「河川環境の整備と保全に関する維持管理」

（2）河川環境の保全【個票 No.15】
⇒天王川（上流部）での魚道整備事例

説明事項（重点議題）



天王川の河川整備

平成30年5月29日

福井県 丹南土木事務所

鯖江丹生土木部

点検個票 ＮＯ．６



朝日小学校
文

朝日中学校文

越前町役場

【天王川概要】

水系：九頭竜川水系（日野川合流）

流域面積：157.46㎞2

流路延長：21.55km

計画高水流量：550m3 /s(1/20）

※将来計画 ：850m3 /s(1/50）

計画河床勾配：1/900～1/450

改修延長：約2.0km（H15着工）

※全体延長：約5.3km（S60着工）

九頭竜川

足羽川

日野川

天王川

保

あさひ保育所

河川整備計画の概要



過去の主な洪水被害
平成10年9月（台風7号）
による出水状況

左岸堤体応急復旧状況

徳万橋

H10.9（台風7号）
による浸水被害
床上 11戸
床下 4戸

H21.7豪雨
河道閉塞

床上浸水

流木による徳万橋閉塞状況

平成17年7月27日 福井新聞

平成16年10月（台風23号）による被害
（右岸堤防漏水応急対応状況）

平成21年7月（梅雨前線）
による出水状況

H16.10（台風23号）
漏水発生



A

A
c

ａ

b

9
未施工箇所

＜凡例＞

施工済箇所

A－A 横断図

日野川合流点から3.8km付近

○ 工事期間：平成15年度~平成35年度
○整備進捗率：350m/2,000m×100=18％

日野川

出水状況

平成１０年９月撮影

ａ

工事完了後b

平成２９年５月撮影

今後予定箇所c

平成２８年４月撮影

河川整備の進捗状況

町道国体線
天神橋架替工事(H30～H33予定)



○ 治水安全度の早期向上を図る上で、流下能力の上下流バラ
ンスを考慮した施工順序で整備を進めている
○ 断面狭小部（流下能力1/5未満）を左岸引堤により流下能
力1/5以上を確保
○ 水衝部により漏水被害のあった右岸は、完成断面での施工
による堤防補強を行った

改修前 改修後

（左岸）

（右岸）

（左岸）

（右岸）

二箇堰二箇堰

暫定整備箇所① 進捗状況



改修前 改修後

（左岸）（右岸）

（左岸）（右岸）

○ 左岸引堤を先行し、下流側から順に施工

暫定整備箇所② 進捗状況



朝日小学校

○ 沿川に小中学校があることから、子供たち
が河川環境について学習できる場として活用
できるように、護岸勾配を緩くするなど親水
性を向上させる。

（右岸）

文

保 文

朝日中学校

あさひ保育所

対象箇所

整備済み箇所

暫定整備箇所

整備計画区間

【現況】

護岸の親水性の向上

町道国体線
天神橋架替工事(H30～H33予定)



＜高水護岸＞
良好な自然環境を回復するため、植生が根付きやすいブロックを選定

護岸施工後

覆土後（右岸）

覆土後（左岸）

＜低水護岸＞生物の生息・生育区間

＜高水敷＞
遊歩道として活用できるよう整備

＜低水護岸＞水辺のふれあい区間

水辺（砂州）に安全に近寄れる
ものを選定（イメージ）

生物の生息・生育区間
の階段（イメージ）

（イメージ）

護岸の親水性の向上（平面イメージ）



護岸の親水性の向上（横断イメージ）



天王川では、沿川の地域住民等によって構成された「天王
川美化運動推進協議会」において河川の美化運動が毎年行わ
れている。

その他の取組み（住民による環境保全活動）



吉野瀬川・吉野瀬川放水路の河川整備

平成30年5月29日

福井県 丹南土木事務所

鯖江丹生土木部

点検個票 ＮＯ．７



１．吉野瀬川流域の概要

【吉野瀬川概要】

水系：九頭竜川水系（日野川合流）

流域面積 ： 59.0km2

流路延長 ： 19.1km
計画高水流量 ： 320m3/s（1/30）
計画河床勾配 ： 1/500
改修延長 ：約2.4km

吉野瀬川



２．過去の洪水被害

平成１０年９月 日野川の状況

平成１０年９月 日野川の状況

平成１０年９月 日野川の状況



３．河川整備計画の概要

平面図、横断図

流下能力が低い吉野瀬川流域の洪水対策とし
て、概ね３０年に１回程度の確立で発生する
降雨による（計画流量Q=３２０ｍ3/ｓ）を
安全に流下させ、沿線の家屋や公共施設の浸
水を防止するため、上流のダム建設と、放水
路を含む下流の河川改修を合わせて、一体的
な整備を行うこととしている。
また、放水路の建設にあたっては道路事業、
街路事業と連携をとり、改修工事を進めるこ
ととしている。

河川整備計画抜粋



４．放水路のしくみ（放水までの流れ）
○放水までの流れ
放水路は、吉野瀬川現川との分岐点に分水堰
を設け流水を調整。

平常時は、沿川の用排水処理などを維持しな
がら従来の河川環境の保全のため、これまで
どおり、吉野瀬川現川に通水させることとし
ている。

洪水時は、分水樋門を閉めて、分水堰を転倒
させることにより、すべての洪水を放水路に
流す。



５．放水路の整備（環境への配慮）
「吉野瀬川放水路環境保全委員
会」において、日野川の河川環境
を維持するための方法を検討した。

日野川への取付けは水辺の生き物
に配慮し陸化した部分を掘削する
など、放水による日野川の河川環
境への影響を少なくした。

福井高専

武生商業

日野川

吉野瀬川

吉野瀬川放水路

検討対象 ： 河川環境、魚類

検討範囲 ： 日野川（有定橋～白鬼女橋）

吉野瀬川放水路

吉野瀬川放水路環境保全委員会の様子 職員も参加し河川の現地調査を実施
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福井鉄道

白鬼女橋

一
石田家久停車場線

武生商業高校

福井工業高等専門学校

3ブロック

日
野
川

一
福
井
鯖
江
線

１

２

５

① ② ③

６

３

④

放水路

吉野瀬川

放水路

放水路

放水路

４

吉野瀬川放水路 （河川事業）

福井鯖江線・石田家久停車場線
（道路事業）

凡 例

⑥

放水路
吉野瀬川

福井鯖江線

H29.8.29撮影

⑤

吉野瀬川 放水路

福井鯖江線

H29.8.29撮影

H29.8.29撮影H29.7.14撮影H29.7.14撮影H29.7.14撮影

６．放水路の整備（道路事業との連携）

道路予定地を工事用道路として利用

放水路開削前に橋梁架設を行いコスト削減

放水路の掘削残土を道路盛土に流用



７．放水路の完成



８．今後の施工箇所
【堤防補強】
日野川の水位の影響
を受ける区間のうち、
堤防高が不足する区
間（日野川合流点～
下司橋まで）を日野
川と同じ規格（堤防
高、天端幅）で堤防
を補強

放水路 L=1,020m
H29年度完成

H30年度～
河道拡幅 L=1,380ｍ

位置図

工事区間 L=約2400m

堤防補強
工事区間 L=約630m

未施工箇所

＜凡例＞

施工済箇所

【河道拡幅】
放水路区間上流にお
いて河道拡幅を行い
河積断面を確保



平成30年５月２９日（火）
福井県 吉野瀬川ダム建設事務所 １

吉野瀬川・吉野瀬川ダム建設事業

点検個表 NO.７



平成18年 7月 （梅雨前線）
吉野瀬川増水（家久町）

６

１.事業の目的

洪水調節洪水調節

ダムの効果

頻発する洪水

上流部にダムを建設し、
概ね30年に１度程度の
確率で発生する洪水を安
全に流下させます。

平成10年 9月 （台風）
浸水被害状況（家久町）

平成６年８月 越前市大虫町

渇 水被害

流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持

ダムの効果

10年に1回の渇水にも対応できるよう、ダムにより水源を確保すること
で、耕地への安定した用水の供給や、多様な動植物の生息・生育環境の
保全、河川の水質保全が図られます。



流域全体図
計画流量配分図

吉野瀬川ダム
高さ 58.0m
総貯水量7,800千㎥

河川改修区間
放水路区間
L=1,020m

２.整備計画の概要

ダム容量配分図



３.事業の進捗状況

１３

付替県道 武生米ノ線 Ｌ＝4，477ｍ

付
替
県
道
甲
楽
城
勝
蓮
花
線

Ｌ
＝
8
7
2
ｍ

勝蓮花町

付替林道（右岸）
Ｌ＝1，495ｍ

ダム本体工事用道路
L=1,200ｍ

当
ケ
峯
川

広瀬町

小野町

工事用道路 H29.5月

笠倉トンネル H21.3月供用小野橋 L=152.5m  H30.3月勝蓮花町終点部 H29.9月供用

未施工箇所

＜凡例＞

施工済箇所

①

１

吉野瀬川ダム

2

② ③

3

④

4

至 越前市

至 越前海岸



４.整備時の配慮事項（環境への影響）

吉野瀬川ダム湛水面積：51ha

環境影響評価法（平成9年法律第81号）や福井県環境影響評価条例（平成11年 福井県条例第2号）に定める環境影響
評価を義務付けられた要件の対象事業
第一種ダム事業：湛水面積100ha以上
第二種ダム事業：湛水面積75ha～100ha未満

ダム建設事業が比較的改変の度合いが大きいということを踏まえ、任意
で環境影響評価法に準じた項目について、検討を実施

１４

☆大気質・振動・騒音 周辺への影響が少なくなるよう工事を進めています。

☆水質

環境影響評価環境影響評価

法面緑化を早期に実施

観測を行いながら、保全措置を実施することで水質の保全を図ります。

水質観測環境型建設機械の使用



４.整備時の配慮事項（環境への影響）

１５

☆動物

アベサンショウウオについて工事実施に際して生息代替地へ移植する保全措置を実
施しました。移殖実施後のモニタリング調査では、種の生息が維持されていると考
えられる個体数が確認されています。

☆植物

ミズトンボやエビネ等を工事実施に際して生息代替地へ移植する保全措置を実施し
ました。また移植実施後のモニタリング調査では、種の生息が維持されていると考
えられる個体数が確認されています。

ビオトープ（生息代替地）

吉野瀬川ダム自然環境検討会



河川環境の保全

天王川の魚道整備

平成30年5月29日

福井県 丹南土木事務所

点検個票 ＮＯ．１４



昭和32年（1957） 3/22 矢船町に2羽が飛来し、水田に立つ電柱に営巣

兵庫県以外での営巣は大正以来の記録のため全国的
ニュースとなる（→無精卵が確認）

※小浜市国富地区で３羽のヒナ育つ

昭和33～37年（1958～1962）
この間、矢船町等で毎年巣作りするもヒナは孵らず
※昭和３４年国小浜市国富地区で２羽のヒナ育つ

昭和36年（1961） 武生市コウノトリ保護会発足、人工巣塔設置

昭和38年 （1963） 38豪雪。エサ不足を心配して県内外からエサが届けられる

越前市から1羽のコウノトリが姿を消す

昭和39年（1964）
越前市で定着していた最後の1羽も姿を消す
※小浜市粟田でヒナ２羽誕生（育たず）

※昭和４１年小浜市粟田で産卵を確認

昭和45年（1970）
越前市に5年ぶりにコウノトリ（下くちばしが折れている個体
「コウちゃん」）が飛来

昭和46年（1971） コウちゃんが捕獲され、豊岡市の施設に移送される

兵庫県豊岡市にいた野生コウノトリが野犬に襲われて死亡

（日本産個体群の野生絶滅）

昭和３１年 コウノトリが国の特別天然記念物に指定される

福井県越前市（旧武生市）
と コウノトリ



越前市 白山地区

水田や水路に多様な生き物がいないとコウノトリは生息できない
コウノトリの野生復帰は、水田等の身近な生き物の再生が必要

“コウノトリは自然再生のシンボル”



・平成２３年 福井県で、コウノトリを自然再生のシンボルとし
て飼育・繁殖事業がスタート

コウノトリ飼育繁殖事業

・平成２７年から兵庫県立コウノトリの郷公園から譲り受けた

卵から生まれた雛を計６羽放鳥

・平成３０年５月７日には白山地区のつがいから雛誕生

（県内５４年ぶり）



行政と地元の取組み

地元住民による河川内の草刈 コウノトリを呼び戻す農法のPR看板

水田魚道地元小学生のコウノトリの図画コンクール



魚道整備の概要

 天王川（管内）の落差工の数は １７ 箇所 （うち ５箇所は県管理）

 平成25年度より整備を開始

天王川
白山小学校

山地

農地

（Googleマップに加筆）

コウノトリ飼育ゲージ

コウノトリ飼育ゲージ
２号魚道

１号魚道

３号魚道４号魚道
武生第五
中学校

〇 県管理の落差工
〇 農業用水の落差工

５号魚道



整備方針

コウノトリは雑食性であることから、特定魚種に絞らない。

甲殻類、両生類等も含めた水生生物全般を対象とする。

対象
魚種
対象
魚種

魚類、甲殻類、両生類が、河川内を行き来できるように、
自然石の小プールをウロコ状に配置する方法を採用する。

構造
形式
構造
形式

水生生物全般の移動を考慮し、１／５以下とする。
設計
勾配
設計
勾配

流速を減勢させるため、２０～３０ｃｍ確保する。
設計
水深
設計
水深

整備後に課題を抽出し、次の設計にフィードバックする

順応的整備を行う。

整備
方法
整備
方法

（出展：水辺の小わざ 等）



１号魚道（施工前と施工後）

（施工前）

（施工後）

H24.7月撮影

H25.5月撮影



１号魚道（評価）

 プールを構成する植石が小さい
→ 根入れが浅いため、植石が流失する恐れがある。
→ プールの水深が浅く、土砂が堆積しやすいため、全体にヨシが繁茂

植石が小さい

ヨシが繁茂

H25.5月撮影

H26.12月撮影



整備経過

２号魚道(H25.9整備)１号魚道(H25.5整備)

４号魚道(H28.2整備) ３号魚道(H27.2整備)



生息魚類調査

 現地にて魚類調査を実施
（H28.10.7 実施）

ヤゴも捕獲

魚類調査状況

魚類調査状況

魚類調査状況



生息魚類調査（H28.10月）



まとめ

魚道を設置し、状況をモニタリングすることで課題が見えた
→プールを構成する石の大きさ、プールに堆積する土砂、魚道の泡立ちの改善等

魚類調査の結果、魚道の上下流で魚種に大きな差はなかった
→それぞれのタイプでは課題があるものの、魚道としては機能していた

コウノトリへの効果

整備開始の平成２５年以降、白山地区
への飛来が増加。

平成２８年には、白山地区に２２３日間
の長期滞在


